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　 Asurvey 　of 　the 　 effect 　childhood 　diet　 on 　the　taste　sensitivity　and 　person飢ity　in　later　life　was

conducted 　on 　college 　students 　from　18　to　20　years　of　age （93　females）．　 The 　sensitivity　toward　s咽eet ，
sour ，　salty ，　bltter　and 　umami 　tastes　was 　measured 　by　using 　aqueous 　solutions ．

　 The 　students 　recalled 　the　tastes　and 　nutritional 　balance　frQm　childhood 　when 　preparing　daily　meals ，
Dishes 　such 　as 　Hamburg 　steak ，　curry 　and 　rice ，　and 　n 重rnono 　were 　eaten ，　together 　with 　snacl （s，cakes 　and

swee し rolls 　by　mQst 　Qf 　the　93　subjects 　during　childhood ．

　 Mosしof　the　subjects 　reca 皿ed 　eating 　tasty　and 　enjoyable 　 meals 　around 　the　family　dinner　table，　and
that　their　mothers 　prepared　everything 　from　scratch ．　A 　few　of 　the　students 　recalled 　eating 　meals 　alone

and 　having　a 　lot　of 　fast　food．

　 Taste　sensi 口vity 　tests　with 　aqueous 　solutions 　showed 　that　the 　subjects 　could 　perceive 　O、1−0，6％ of

sucrose
，
0．01−0， 5％ of 　citric 　 acid

，
0．01−O．06％ of 　 sodium 　 chloride ，1．0× ユ0

−，−1．0 × 10
−1

％ 　 Qf　qulnine ，
and 　 O．005−0、  35％ of 　 MSG ．　 Little　 difference　 was 　 found　 between 　 the　 diet　 in　 childhood 　 and 　 the

subsequent 　taste　sensitivity 、

　There 　 was ，　 however ，　 a　 significa 皿 t　 correlation 　 between 　the 　diet　 in　childhood 　and 　80f 　 the　l2

personality 　traits．　A 　b創anced 　 diet　in　 childhood 　 had　a　good　 effect 　 on 　personality（i．e．，　 absence 　 of

depression
，
　an 　active　demeanor 　and 　social　extravesiorl ）．

　 We 　conclude 　that　a　good　diet　during　childhood 　had 　little　in且uence 　 on 　taste　 sensLtivity 血 工ater 　life，
曲 ile　it　had　a　positive　jnfluence　on 　personality　development、

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 （Received　September　24，1996 ）
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　 1．緒 　　論

　子 ど もの 頃 の 食生 活 や 食事 の あ り方が そ の後の 味覚

発達や 性 格形成 に なん ら か の 影響 を 及 ぼ す の で は な い

か とい う こ とは，子 どもの 食事行動 を考え る 上 で
， 興

味ある課題で ある．子ど もの 食事 ・食 嗜好 を味 覚機能

や心理面 か ら多面 的に取 り上 げ た研究 と し て は ，女子

児童を対象として行 い ，食嗜好，特に苦味嗜好 と味覚

識別力 と性格類型 とは互 い に 関わ り合 っ て い る こ とを

示 した もの （渡部 と垣 本 1982）などが ある ．また子

ど もの 食事 ・食嗜好 と性格 との 関係に し ぼ っ た例 と し

て は，小 ・中学生 とそ の 母親 を被検者 と して 食嗜好 に

関す る 質問紙調 査を行 い ，嗜好 と性格特性 と の 関係 を

分析 した もの （永沢 等 ユ976），小学生 に 質問紙調査 を

行 っ て 食 生 活態度 が 性格形 成 に 及 ぼ す影響 を検討 し た

もの （藤江 と猪 野 1980）， 食事中 の ふ れあ い が子 ど も

の 人 格 形 成 に 重 要 で あ る こ と を 示 し た も の

（Brazelton　 1993＞な どが あ る．こ れ ら先行研究 で は，

子 ど もの 食事 ・食嗜好と味覚機能や心理 的側面 を同
一

時点デ
ー

タ の 対応 に よ っ て検討 した例 で あ っ て，子 ど

もの 頃の 食事状況が その 後の味覚形成や心の 安定性お

よ び社会適応性 に ど の よ うな か た ちで 現 れ た か とい う

視 点 で 捉 えた もの で は な い ．
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　そ こ で ，本研究で は先行研究 と は異な っ た視点か ら

以下 の 仮説に 基づ い て論 を展開す る．

　仮説 ；幼児期か ら学齢期 に か けて の 食生活，食習慣

の 豊か さはそ の 後 の 味 覚形成や心 の 発達に少なか らぬ

要因を投げかける の で は な い か．

　子 ど も期 （6〜11 歳〉 に ，和 や か な 家族団 ら ん の食

卓で 幅広 い 食事経験 を得て 成長 した者は，味覚感度 に

す ぐれ性格形成に も好ま し い 影響が 表れ る だ ろ う．一

方，子 ど もの 頃の 食事が不規則 で あ っ た り， 子 どもひ

とりの 孤食 とか ，単調な メ ニ ュ
ー，フ ァ

ース トフ
ー

ド

や調理 済み食品 の 連続で あ っ た りして は
， 味覚感受機

能の 発達 も阻害 され人 間関係の 基盤 も希薄 と な るだ ろ

う．子 ど も期 （6〜11 歳）に 孤 食や個食の 機会の 多か

っ た者は，味 覚鋭敏性 が劣 り精神面で も不安定 な性格

が 形 づ くられ る だ ろ う．本研究 で は ，こ の 仮説 を検証

す る た め に
， 年齢 18〜20 歳 の 大学生 女子 を被検者 と

して，「子 ど も期 （6−−11歳）の 食事想起調査」，全口

腔 ・上 昇系列法に よ る 「味覚閾値検査」な らび に 「矢

田部 ・ギ ル フ t 一 ド性格検査」 を行 っ た．そ して 被検

者 の 子 ど も期 （6〜ll歳） に おけ る 食事 内容，食 卓 で

の コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 等に つ い て ，その 概略を明らか

に した．また そ れ らの 相互 関係 の 分析 を通 じ て ，T一ど

も期 （以下，本 報告 で は年齢 6〜11 歳 を子 ども期 とす

る ）の 食の周辺状況が そ の 後の味覚感受性や性 格特性

に どの よ うな作用を及ぼ すの か考察 した．

表 L 子 ども期の 食事調査項目

　2．方　 　法

　（1） 被検者 の 属性お よ び実施時期

　岡 山県内 の 短期大学食物科に在籍する 18〜20 歳の

女子 学生 93名 を被検者 と した ．被検者 の 平均 年齢は

19．1± O．4 歳 で あ っ た．被 検 者 の 父 親 の 平均 年齢 は

48．8± 4．0 歳 ， 母 親 は 45．3± 4．6 歳 で あ っ た ．居住形

態は 自宅通学生 80．6％，下宿通学生 19．4％で あ っ た．

1993年 4 月
〜12 月 に 調査お よ び検査 を実施 し た ．

　  子 ど も期 の 食事調査

　調査方法は 質問紙法に よ る 自己記入 に よ っ た．調査

用 紙を被検 者 に配布 し ， 記入後そ の 場 にて 回収 した ，

回収率，有効回収率 と もに 100％ で あ っ た，予 ど も期

の 食事調査 項目 を表 1 に 示 し た．子 ども期 に おけ る食

事状 況 の 概 況 を知る 調査項目 と し て ，本人 お よ び両親

の 健康状態 ， 母親 の 就業状況等の 8項 目を設けて 調査

し た （調査 1）．調査 1 で は 該 当す る 項 目 を一つ 選択 ，

あ る い は複 数選択 ・記 入 させ た ．また食事内容や食卓

で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を推測 す る 調査項 目 と し て は ，

調 査 ユ （8項 目）

　本 人 お よ び 家族 の 健康状態，母親 の 就業状況，

　平 日 （夕食）の 主た る 食事担当者 ， 平 日 （夕

　食）の 共食者，食べ る 側からみ た食事担 当者

　 の 献 立 作成 E配慮事項，食事担当者が 作 っ た

　 頻度 の 高 い 献立 ，出現頻度 の 高い 間食，間食

　 の 内容

調 査 2 （24項 目）

　食卓で の 食べ 方　8 項 目

　献立 の 組合せ 　　 8項 目

　食事の 作 り方 　 4項 目

　 生 活 と の 関連 　 　2項 目

　料 理 好 きの 程度 　 2 項 目

足 立 と 秋山 （1987）の 食事点検票 を参考 に して
， 食卓

で の 食 べ 方，献立 の 組合せ 等 の 24項 目 を設 定 した

（調査 2）．調査 2 の 評価尺 度 と し て は ，「い つ も そ う

で あ っ た 」「だ い た い い つ もそ うで あ っ た」「どち らと

もい え ない 」「だ い た い い つ もそ うで な か っ た 」「い つ

もそ うで なか っ た」の 5 段階 と し
，

5点か ら 1点の 評

点 を与 え た．被 検 者個 人 ご と に ， 24項 目 に つ い て 5

段階 評価 の 総 和 を算出 した．18〜20 歳 で あ る女子 学

生 93 名 を対象に ，子 ど も期 （今回 の 調査で は 小学校

低学年）の 夕食状況 に つ い て想起調 査を行 っ た．予備

的 に 被検者 93名の うち姉妹の い る 30 名を ラ ン ダム に

選出 し た．姉妹の 年齢差 は 2．6± 1．2 歳で あ っ た ．食

事想 起調査票 （調査 1，調査 2） を自宅 に 持 ち帰 らせ

被検者 の 姉妹 に も実施 し，想起法に よ る デ
ータ の 客観

性 を確 かめ た．調査 2 の 24 項 目 に おけ る姉妹の 評点

差 を算 出 した結 果 で は，評 点差 （30 組，24 項 目の 平

均値）は 0．88± 0．73 で あ り，同 じ家庭 環境 に 育 っ た

き ょ うだ い 間に お い て ほ とん ど差が な い こ とが示 され，

本想起 調査 は 客 観性 が あ る もの と 考 え ら れ る ．さ ら に

同 30名 に つ い て ，再度食 事想 起調 査 を行 い ，同様 に

評点 差 を計算 した と こ ろ，差がみ られなか っ た こ とも

付記 して お く．

　（3） 味覚閾値検査

　味覚閾値検査 の 試料液に つ い て ，呈味物質，濃度範

囲等 を表 2 に示 した ，各試料液を ， 濃 度 の 薄 い 液か ら

濃 い 液 と 上昇 系列法 で 10ml 程 度直接 口中 に含 ませ ，

舌全体 で 味 わ わせ た． 1人 に つ き 2 回以上測 定 した．

味 を感 じた試料 を指 示 させ る こ と に よ っ て ，被検者の

味覚 を知覚 で きる 最 小 の 濃度 と した ．前系列 の 試料液
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表 2。味 覚閾値検査 の 試料液

試料液 呈味物質
濃度範囲

（％ （w ！v ））
試料液問 の 濃度差

甘 味溶液 　 シ ョ 糖

　　　　　　（和光 純 薬）

酸味溶液　　 ク エ ン酸

　 　　 　　 　（和光純薬）

塩味溶液　　塩化 ナ トリ ウ ム

　 　　 　　 　（半井化学）

苦味溶液　　塩酸 キ ニ
ー

ネ

　　 　　 　　（和光純薬 〉

うま味 溶液　グ ル タ ミ ン 酸ナ トリ ウ ム

　　　　　 （協和発 酵）

0．1〜O．8

0．01〜0．08

O，Ol〜O．08

O．1 （等差）

0．01　　 （等差）

0．Ol　　 （等差）

1．ox10
−q 〜　　　　　　10

　 　 　 　 1．OXlO
−

：
t

0．005〜O．040

（等 比 ）

0．OO5　 （等差）

　　 分析 対象 は   お よ び  

図 ユ．分析項 目の枠組み

の 残存効果 をな くすた め
， 口 腔 内をゆす い だ 後 ， 十分

問隔 をあけ，次 の 系列 の 試料液へ と 検査 を行 っ た．試

料液 はすべ て 純水 （イオ ン 交換水）を用 い て 調 製 し，

検査時の 液温は 25± 2 ℃ と し，検査時刻は午前 11 時

前後の 空腹時 と した．

　（4） 性 格特性検査

　矢 田部 ・ギ ル フ ォ
ー

ド性格検査 （以 下 Y −G 性格検

査 とする 〉の
一

般 用 （辻 岡 1982） を用 い て ，集団 法

で 行 っ た．検査所要時間 は約 30 分で あ り，検査者が

質問項 目 を一定 の 速さで 読 み 上 げ，被検者 は そ れ に 対

す る 回答を記入 した ．得 られ た 得点 か ら 12 の 性格特

性をプ ロ フ ィ
ー

ル に表現 し，性格の 全体像 を知 る こ と

が で き る．

　  　分 析方法

　各調査項 目 に つ い て 単純集計 を行 っ た．調査項 目 と

味 覚閾値検査ならび に性格特性検査の 結果 に つ い て は
，

平均値の 差 の 検定 （Duncan
’
s　Multiple　 Range　Test）

（若林 1984） を用 い て検定 した．分析項 目 の 枠組 み を

図 ユ に示 し た．

　 3．結果お よび考察

　（1） 子ど も期の 食事調査 （調査 1）

　子 ども期の 食事状 況 に つ い て
， 調査 し た 結 果 を 表 3

に示 した ．

　小学 生 の と き，本 人 の 健康状 態が良好 で あ っ た者 は

98．9％ ，父親が 良好で あ っ た者 は 98．9％，母 親が 良

好で あ っ た者は 97．8％ で あ っ た．

　母 親 の 就 業状 況 は 非 常 勤 勤 務 44 ．0％
， 常 勤 勤 務

28，0％ ， 専業主婦 28．0％で あ っ た．

　平 日の 主 た る食事担 当者が，母親で あ る家庭 95．6

％ ，祖母で ある 家庭 2．2％ ，姉で ある 家庭 2．2％ で あ

り，母 親 で あ る 家庭 が 大部 分 を 占 め た ．下 坂 等

（1994）， 木村等 （1992） の 青年女子 を対 象と した最近

の 調査 に よる と，平日の 夕食担当者は，母親で ある家

庭 92．8％，95，0％ と い う結果がそ れぞ れ示 され て お

り
， 本調 査 で も同様の 傾 向が み ら れ た ．母 親 の 就業状

況 は 非 常勤 勤 務，常 勤 をあ わ せ て 72．0％ で あ るが ，

ほ とん どの 家庭 で 母親が帰宅後，夕食作 りを担当 し て

い た こ とが推測 され る．

　平 日夕食を誰 と
一
緒に 食べ ま した か と い う質問 に 関

し て は
， 兄 弟姉妹 と共に と っ た 者 98．9％

， 両親 と 共

に とっ た者 97．8％ ，
ひ とりで とっ た者 7．5％ ， 祖父母

と共 に と っ た者 3．2％ で あ り，ほ とん どの 被検者は小

学生 の とき に は家族員の 誰か と共 に食事 を とっ た と考

えられ る ，島田 等 （1991）は家族に お け る食事状況 を

年代別に調査 して い る が ， 9 歳以下 の 子 どもの 孤食に

つ い て は 10％未満 （夕食 の 場 合） で あ っ た と述 べ て

お り，本調査で も同様の 結果 で あ っ た ．

　食べ る 側 か ら み て 食事担当者が何 を配慮 しなが ら夕
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表 3．子 ど も期 の 食事調査結果 （調査 1） （人数 （％））

1 ．本 人 お よ び両親の 健康状態

　 本人 の 健康状態良好

　 本人の 健康状態良好 で は な い

　 計

父親 の 健康状態良好

父 親 の 健康状 態良好 で は な い

計

母親 の 健康状態良好

母 親 の 健康状態良好で は な い

計

2 ．母親 の 就業状 況

　　非常勤勤務

　　常勤勤務

　　専業 主 婦

　 計

3 ．平 日 （夕食 ） の 主 た る食 事担 当 者

　 母 　　親

　 祖 　 　 母

　 姉

　 計

4 ，平 日 （夕食） の 共食者

　　兄 弟姉妹

　 両　　親

　 　 ひ と　り

　 祖 父 母

92　（　98．9）

1 （ 1．1）
93　（ユOO．0）

92　（　98．9）

1 （ 1．1）

93　（100，0）

91　（　97．9）

2 （ 2，1）

93　（100．0＞

41　（　44．0）

26　（　28．0）

26　（　28．0）

93　（100．0）

89　（　95．6＞
2 （ 2．2）

2 （ 2．2）

93　（100．O）

92　〔　98．9）

91　（　97，8）

7 （ 7．5）

3 （ 3，2）

6 ．食事担当者 が 作 っ た 頻度の 高 い 献立

　 ハ ン バ ーグ

　 　カ レ
ー

ラ イ ス

　 煮　　物

　 　シ チ ュ
ー

　 　す 　 　 し

　　肉 じ ゃ が

　 者 　 　 　色

　 　 コ ロ ッ ケ

　 　グ ラ タ ン

　　か ら揚げ

7 ．出 現頻度 の 高 い 間食

　　ス ナ ッ ク 菓子

　　ケーキ類

　 菓子パ ン

　　ア イ ス ク リー
ム 類

　　プ リ ン ・ゼ リ
ー
類

　 　チ ョ コ レ
ート

　　ビ ス ケ ッ ト類

　　手作 り菓子類

　　果　　物

　　あ　　 め

8 ．間食 の 内容

　 時 々 手作 り

　　い つ も市販品

　　だ い た い 手作 り

　　い っ も手作 り

　 計

40　（　43．0＞

40　（　43．0）
31　（　33，3）
30　（　32．2）
26　（　28，0）

20　（　21．5）

19　（　20．4）
19　（　20．4）

19　（　20，4）
17　（　18．3）

55　（　59．1）

37　（　39，8）
24　（　25，8）

20　（　21．5＞

19　（　20、4）

18　（　19．4）
15　（　16．1）

15　（　16．1）

10 （lO．8）

8 （ 8．6）

58　（　62．3）
26　（　28．0＞

9 （ 9．7）
0 （ 0．0）

93　（IOO．0）

5 ．食べ る 側 か らみ た 食事担 当 者 の 献立 作 成 上 配 慮事項

　 味 （お い し さ）　　 　　　　　　　　　 79 （84．8）

　 栄 養 の バ ラ ン ス 　　　　　　 　　　　　 56 （60．2）

　 空 腹 を満 た す 　　　　　　 　　　　　　40 （43．0）

　 経済的か ど うか 　　 　　 　　　 　　 　 33 （35．5）

　 好 き嫌 い 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　30 （32．2＞
　 食 品 数 　 　 　 　 　 　 　 　 　 23 （24．7＞

　 季 節 感 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14 （15ユ〉

　 見 た 目 が よ い か ど うか 　 　 　　 　 　 　 　 5 （ 5．4）

n＝93．4〜7 の 項目は複数回答，

食 を作 っ て い た と思 うか と い う質問に つ い て は ，味

〔お い し さ）84．9％ ，栄養の バ ラ ン ス 60．2％ が上位 に

挙 げ られ ，以 下空腹 を満 た す 43．0％ ，経済的か どう

か 35．596，好 き嫌 い 32．2％ が こ れ に 続 い た．木村 等

50

（1992）は 母親 を対象に献立作成 上 の 関心 につ い て 調査

し て い る が ，栄養が 第 1位 に挙げら れ て お り，好 み，

季節感，支度が 簡単 の 順 で あ っ た ．また 伊 藤等 （1993＞
は食 生活 に おけ る 母子の 関わ りとい う立場か ら の 母親

（624）
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食事 の 健全 さ

家族 と共 に会 話 を し な が ら

テ レ ビ を見 な い で

楽 しく

お い しく

ゆ っ く り落 ち着い て

メ ニ 」
一

味

マ ナ
ー

行事 食

季節 感

副菜料 理あ り

主 菜料 理 あ り

3 品以上あ り

子ども期 の 食事が そ の後の味覚感受性や性格特性 に及 ぼ す影響

主食 ・主菜 ・副 菜の そろっ た食事

加熱 した 野菜料 理あ り

和 風料 理 あ り

塩分 ・糖分の 摂 り過 ぎに配 慮 した食事

手作 り料 理あ り

新鮮材料 を使 っ た食事
添加物 に 注意 した食事

経済的

時間や 労力 に む だ の な い 食事

料理 好 きの 程度
本人の 料理好 き

主た る 食事担 当者の 料理 好 き

1　 2　 　3　　4　 　5
−

一 一
一

ト
ー一

　　　　　　
．−

1 →

一

一
’

匚　 ＝じコ
ー

三
一 一

一

＿
，

ト 　 　 　ー− 4 −
≒

一

ト
・一
　 　　 　　　 　　 一

＝
図 2．食事の健全 さの 評定平均値 （調査 2）

を対 象 と した調査 で あ る が ，献立作成上 の 留意点は栄

養 の バ ラ ン ス ，夫や 子 どもの好み で ある と述 べ て い る，

こ れ ら両調査で は献立作成上 配慮する点と して 栄養，

好み の 順 で 挙げ られ て お り，著者等 の 結 果 と は 上位 2

個の 順位が逆で あ っ た．こ れは，木村等 ・伊藤等の 調

査 で は 回答者が食事担当者自身で あ る の に対 し，著者

等 の 場 合 に は食べ る 側 で あ る た め ，立 場 の 違 い よ る も

の と考え られる，

　 子ど も期に食事担当者が作 っ た 頻度 の 高 い 料理 を 5

品記述 させ た 結 果 で は
，

ハ ン バ ー
グ 43．3％ ，カ レ

ー

ラ イス 43．3％，煮物 39．3％，シ チ ュ
ー 32．3％ ，す し

28．0％ ，肉 じ ゃ が 21．5％ ，煮魚 20．4％ 等が 上 位で あ

っ た．洋風料理 と和風料理 が 混在 し た ．学校給 食 で 子

どもの好む メ ニ ュ
ーは カ レーラ イス ，焼 きそ ば ，ハ ン

バ
ー

グ， ミ
ー

ト ソ
ース ス パ ゲ ッ テ ィ

，
カ レーシ チ ュ

ー
，

と りの か ら揚 げの 順 （藤沢 1989＞ と な っ て お り，そ

の 多 くが 洋風 の カ タ カ ナ メ ニ ュ
ーで あ っ た こ と か ら，

洋風料 理 に 偏 る の で は な い か と 予想 した が ，和風料理

も健在で あ っ た．

　子 ども期 に食べ た頻度 の 高い 間食に つ い て 3 品 を挙

げ させ た結果で は ，最 も出現頻度の 高い 間食は ス ナ ッ

ク菓子 59．1％ で あ り，次に頻度の 高 い の は ケ ー
キ類

39．8％ で ，以 下菓 子 パ ン 25．8％，ア イ ス ク リ
ー

ム 類

21．5％ ，プ リ ン ・ゼ リ ー類 20．4％ ，チ ョ コ レ ー
ト

19．4％ ，ビ ス ケ ッ ト類 16．1％等の 順 で あ っ た．間食

内容 を調 査 した他 の 報告 （岡崎 と八 木 1989 ：厚生省

保健医療 局健 康増 進栄養課 1995） に お い て も ， 最 も

出現比率 の 高い 間食は ス ナ ッ ク菓子 と い う結果 とな っ

て お り，今回 の 調査で も同様の傾向が示 された．

　 こ れ ら 間食 は 時 々 手作 りで あ っ た 者 62。3％ ，
い つ

も市販 品で あ っ た者 28．0％
，

だ い た い 手 作 りで あ っ

た者 9．7％ ，い つ も手作 りで あ っ た者 O％ とな っ て お

り， 手作 りの 間食 を食べ た者が わずか で あ っ た こ とが

示 された．

　 （2） 子 ど も期 の 食事調査 （調査 2）

　 5段 階評価 に よ る食事調査結果か ら
， 各項 目 ご と に

被検者 93 名の食事健全 さ平 均値 を算出 した （図 2）．

　こ れ に よ る と
， 「家族 と共 に 会話 を しなが ら」「楽 し

く」「お い し く」「ゆ っ くり落ち着 い て 」「主菜料理 あ

り」「加熱 し た野菜料理 あ り」 「手作 り料理 あ り」の 7

項目で ，評定平均値 4．5以上 を示 し，そ の 他の 項目で

も ほ と ん ど 3。5 以上 の 値 で あ っ た．厂テ レ ビ を見な い

食事」 の 項 目で は
， 2．8 とい う最 も低 い 値 を示 して お

り，テ レ ビ を見 なが ら食事を とっ て い た者が 多か っ た

と推定され る ．こ の プ ロ フ ィ
ール 結果か ら，本調査 の

被検者は個人差 もみ られ る が 平均的に は，家庭 の 中 で

の 和やかな食事風景が イ メ ージ され ，心理 面で も比較

的安定 し て い た様子 が うか が え る ．

　 （3） 味覚閾値検査

　 図 3 は ，大学生女子 93 名を被検者 と し て 行 っ た 味

覚閾値検査 の 結果で ある ．甘，酸，塩，苦 ， うま味 に

対 す る閾値の 分布状況 を示 し た．0．1〜0．8％ の シ ョ 糖

等差 濃度水溶液を用 い た 甘味 に 対す る 閾値検 査 で は ，

0．1〜0．3％ の 間 で 甘 味 を感 受 した者 が全 被 検者 の

71．C％ を占め た ．こ の 濃度範 囲で 感受 し得なか っ た者

は 4．3％ で ，大部分 の 者は こ の 濃度で 甘味を感受した ．

0．01−−O．08％ の ク エ ン 酸水溶液に対する 閾値検査で は，

被検者の 81．7％ は 0．01〜O．02％ の 濃度 で 酸味 を感受

した．本検査 の 範囲で感受 し得なか っ た者が 2．1％あ

っ た．塩 味，苦味，うま味に対す る 閾値 に つ い て は ，

塩 化ナ トリ ウ ム 水溶液 の 場合 O．Ol〜0．04％ の 問 で 感

受 し た 者が 全体 の 73，3％ を占 め
， 塩酸 キ ニ ー

ネ水溶

液 の 場 合 1．0 × 10
−

∋ 〜1．0 × 10− E
の 間 に あ っ た 者 が

74．2％ を占め ，グ ル タ ミ ン 酸 ナ トリ ウ ム 水溶液で は

O．005〜0．020％ の 間 に あ っ た者が 76．3％ を占 め た ．

塩味 ，苦味 ，うま味 の 閾値検査 に お い て ，検査濃度範

囲 で 感受 し 得 な か っ た 者 が それ ぞ れ 2，1％ ，4．3％ ，

2．1％あ っ た．
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図 3．5 基本味溶液に 対する味覚閾値の 分布状況

　（4） 性格特性検査

　Y −G 検査を用 い て 計測 し た 12 の 性格特性尺度 に よ

る判定結果 を表 4 に 示 した．測定 した 12 の 性 格的特

徴 は高得点 ほ ど表 4 の 項 目に 示 した 傾 向が強くな る．

　（5） 子ども期 の 食事 と味覚閾値と の 関係

　被検者 93名 をシ ョ 糖，ク エ ン 酸 塩化ナ トリウ ム ，

塩酸キ ニ ーネ，グ ル タ ミ ン 酸ナ トリ ウ ム水溶液 に対す

る閾値別 に 分類 し，食事の 健全 さの 総和 （総合的食事

健全 さ）を算 出 して 図 4 に 示 した．シ ョ 糖閾値 O．1，

0．2， 0、3， 0．4， 0．5 お よ び 0．6 の グ ル
ープ で は

， 総

合 的 食事健 全 さ は そ れ ぞ れ 101．5，100．7，97，0，

100．1，1el．6 を示 し て お り，い ず れ の グ ル
ー

プ問 に

も有意差は見られ なか っ た．また ク エ ン 酸，塩化ナ ト

リ ウ ム
，

塩酸 キ ニ ーネ
，

グ ル タ ミ ン 酸ナ トリ ウ ム に 対

す る閾値別 グル
ー

プ に お い て も， 同様 に い ずれ の グ ル

ー
プ間 にも有意差は 認 め られ なか っ た。

　 こ れ ら の 結果か ら，子 ども期の 食事状況 の 良否とそ

の 後の 味覚感度は ほ とん ど関連性が な い こ とが 示唆さ

れ た．すな わ ち，子 ど も期 に 健全 な食事状 況 に あ っ た

者はそ の 後の 味覚感受性 に好影響が表れ るとする仮説

を支持 しな い 結果 とな っ た．とこ ろ で ，足 立 （ユ990）
は 女子学生 を対象 と して 食生活調査 お よ び官能検査 を

行 い ，食生活に対す る 意識や 態度 と 5基本味識別力は

相互関係が み られなか っ た と述べ て い る．足立 の 調査

は 常態調査で あ り， 本調査 は 想起調査 で あ る の で ，こ

の 点で は異な る が ，本報告 で も同様の 傾向が示 された．

また Drewnowski　 et 　aL （1987）は成人女子 の 摂食異常

者に つ い て 味の 識別機能 を調 べ
，

正 常者と差異が な か

っ た と報告 して お り，幼児期か ら の 拒食 の よ うな食体

験 は味の識別機能に必ず し も影響 を及 ぼ さ な い こ と を

示唆 して い る．こ れ は 成 人 女 子 を被検者 と した 実験 で

あ る が ，本報告で も同様の 傾 向が 得ら れ た ．著者等 は

こ れ まで の 報告 （岡本等 1994
，

1996 ；田口 と岡本

1990，ユ993） で ，加齢 の よ うな 生 理的要因 に よ っ て
，

味覚感受性の 低下 が み ら れ る こ と を明 ら か に した ．し

か しこ の ように子ども期 の 食事状況，日頃 の 食生活，

幼児期か らの 食習慣等の 社会的
・
環境 的 な 要因 に よ っ

て は，味覚感受性は大 きく変動 しな い の で は ない か と

思 われ る が，社会的
・
環境 的要素 が こ の 味覚感受性 に

どの よ うに作用す る の か に つ い て は
， 今後さ ら に 検討

して い く価値 は あ ろ う．

　（6） 子 ども期の 食事 と性格特性と の 関係

　大学生女子 93 名を Y −G 性 格検査結果 か ら
， 抑 うつ

性傾向に よっ て ，大，中，小の 3 群に群別 し，こ れ ら

3 群 の 24 調査項目 に 対 す る食事の 健全 さ を図 5 に 示

した．た と え ば ，「楽 し く」 に 対す る 食事 の 健全 さ は ，

抑 うつ 性 小 の グ ル
ー

プ で は 4．63 を とっ て お り，抑 う

つ 性大 の グ ル
ー

プの 4，29 に 比 べ て 有意 に高 い 値で あ

っ た ．図 5 に み ら れ る よ うに ，「家族 と共 に 会話 を し

なが ら」等の 24調査項 目の うち ， 「楽 し く」「味」「季

節感」「副菜料理 あり」「塩分
・糖分 の 摂 り過 ぎに 配慮

した食事」「手作 り料理あり」「新鮮材料を使 っ た 食事」

「時間や 労力に むだの な い 食事」「本人 の 料理好 き」 の

9 項目 に お い て は，抑うつ 性大，中，小傾 向の 3 グ ル

ープ問の い ずれ か で有意差 が 認 め られ た ψ＜ O．Ol＞．
こ こ で は抑 うっ 性 の 例 を示 し た．他 の 11 性格特性 の
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表 4．Y−G 性 格検査 に よ る結果

情緒 の 安定性

抑うつ 性
0 〜8　　　　　 9〜15　　　　　16〜20

58　（62．4）　　28　（30．1）　　7　（7，5） 計 93 （100．O）

回 帰性傾向
0〜7　　　　　　8〜13　　　　　　14〜20

46　（49．4）　　37　（39．8）　　　10　〔10．8）　　計 93　（100．O）

劣 等感 の 強 い こ と
O〜5　　　　　　6〜12　　　　　　13〜20

31　（33，3）　　　42　（45．2＞　　　20　（21．5）　　　言†93　（lQO，0）

神 経 質
0〜7　　　　　　8〜12　　　　　13〜20
48 （51．6）　 29 （3L2 ）　 16 （17．2＞　 計 93 （100．0＞

社会的 適応性

客観 的 で な い こ と
0〜6　　　　　　　7〜ユO　　　　　　l1〜20
54　（58．1）　　　26　（28．0）　　　13　（ユ3．9）　　　言十93　（100．0）

協調的で ない こ と
O〜4　　　　　 5〜8　　　　　　 9〜20

51　（54．8）　　　32　（34．4＞　　　10　（10．8）　　　言十93　（100，0）

愛想 の 悪 い こ と
0〜8　　　　　9〜12　　　　　13〜20
38 （40．9）　 26 （28，0）　 29 （3ユ．1＞　 計93 （100．O）

活動性，衝動性，内省性

一
般的活動性

O〜7　　　　　 8〜13　　　　　14〜20
17　（18．3＞　　　39　（4ユ．9＞　　　37　（39．8）　　　言十93　（100．0）

の ん き さ
0〜6　　　　　　7− 11　　　　　 12〜20
11 （ll．8）　 40 （43，0）　 42 （45．2＞　 計 93 （100．0）

思 考的外向
0〜5　　　　　6〜10　　　　 11〜20

12 （12．9）　 26 （28．O）　 55 （59．D 　 計 93 （100．0）

主 導 性

支 配 性
0〜4　　　　　　5〜ll　　　　　12〜20

18 〈19．4）　 36 （38，7）　 39 （41．9）　 計93 （100．0）

社会的外向
O〜7　　　　　　8〜13　　　　　　14−−20

9　（9．6）　　　　34　（36．6）　　　50　（53．8）　　　言十93　（100．0）

n＝93．上欄 は 12の 性格特性 の 得点，下 欄 は 実数，（ 〉内は ％．

結果 は 略 し た．

　被 検者 を性 格特性 別 に 36群 に 分 類 し，算 出 された

各群 の 24 調査項 目 に 対 す る食事健全 さデ
ー

タ を基 に ，

ダ ン カ ン の 検定を行 い ，表 5 に 示す結果 を得た．「抑

うつ 性」で は ，24 調査項 目中 9 項 目に つ い て 大，中，

小傾 向の 3 グ ル
ープ 間 の い ず れ か で 有意差が 認 め られ

た．「回帰 性傾 向」「劣 等感 の 強 い こ と」「神経 質」「客

観的 で な い こ と」「協調 的 で な い こ と」「愛想 の 悪 い こ

と」「
一

般的活動性」「の ん きさ」「思考的外向」「支配

性」「社 会 的外向」で は，そ れぞれ 6 項 目， 9 項 目，

6 項目， 5項 目，13 項目， 3 項 目，18項 目， 8項 目，

6 項 目，14 項 目，15項 目 に お い て ，大，中，小傾向

の 3 グ ル ープ間 の い ずれ か で 有意差が 認 め ら れ た ．多

くの グ ル ープ 間 で 各項 日 に 対す る 食事健 全 さに 有意 差

が み られた特性 として は ， 「抑 うつ 性」「劣 等感 の 強 い

こ と」 「協調 的 で な い こ と」「一般 的活動性」「の ん き

さ」「支配性」「社会的外向」が挙げらる ．

　大学生女子 93 名を性格特性別 に 36 群に 分類 し，各

群 の 総合的食事健全さを計算 し図 6 に示 した ．情緒 の

安定性 を 判定す る 特性尺度 「抑 うつ 性」 に お い て は，

小傾向グ ル ープ，大傾向グ ル
ープ の 総合 的食事健全 さ

は そ れ ぞ れ IOI．9，95．1 と算出 さ れ，小傾 向グ ル
ープ
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図 4．子 ども期の 食事 と 5 基本味 に対する 閾値 との

　　　 関係

横 軸 の 「総 合 的 食事健全 さ」は 24調 査項 目 の 評定平均 値

の 総和 で ある 。すべ て の 項 目間 に おい て 有意差な し．

は大傾 向グ ル
ー

プ に比 べ
， 有意 に高 い 傾 向で あ っ た

（p 〈 0．01）．情 緒の 安定性 を判定す る他 の 特性 尺 度

「回帰 性傾 向」 「劣等感 の 強 い こ と」 で は ，小傾 向 グ ル

ー
プ の 総 合的 食事健全 さはそ れぞ れ ⊥02，3，ユ03，4 を

と っ て お り，大 傾 向グ ル
ー

プの 94．2，95．6 に 比 べ て

有意に高 い 値 を示 した （p〈 0．01）．「神経質」 の 特性

尺度で は ，神経質大傾向グ ループ の総合的食事健全 さ

家族 と共に 会話 を しなが ら

テ レ ビ を見 ない で

楽 し く

お い し く

ゆ っ く り落 ち着 い て

メニ ユ
ー

味

マ ナ
ー

行事食

季 節 感

副菜料理あり

主 菜料理 あ り

3 品 以 上 あ り

主食 ・主菜 ・副菜

加 熱 し た 野 菜料理 あ り

和 風 料理 あ り

塩分 ・糖分に配慮した 会事

手作 り料 理 あ り

新 鮮 材料 を使 っ た 食事

添加 物 に 注意 し た 食事

経 済 的

時間
・
労力 に む だ な し

本 人 の 料 理 好 き

食事 担 当 者 の 料理好 き

食事の健全さあるい は料理好きの程度

0　 　1　 2　 　 3　 4　 　5

　　 図 5．子 ど も期 の 食事 と 抑 うつ 性 と の 関係

鳳 小傾向 ；□ ，中傾 向 ；靆，大傾 向．耕
ρく Q．01，勲

ρ

＜ 0，01．

と小傾向グ ル ープの それ の 間に は 有意差は 認め られ な

か っ た。また社 会適応性 を判定す る特性尺度で は，協

調性 欠如小 グ ル
ー

プの 総合的食事健全 さ は 102．6 を と

っ て お り
， 協調 性欠如大グ ル

ープ の 94，2 に 比 べ て 有

意に 高い 値 で あ っ た （p 〈 0．01）．「客観 的 で な い こ と」

「愛想 の 悪 い こ と」 の 特性 尺度 で は，傾 向 の 強 い グ ル

ー
プ と そ う で な い グ ル

ー
プ の 間に は有意差は認め ら れ

なか っ た．活動性 大 グ ル ープ の 総合的食事健全さ は ，

104．6 を と っ て お り，活動性小 グ ル
ープ の 90．4 に 比

べ て 有意に高か っ た （p く O．01）．の ん きさ大 グ ル
ー

プ

の 総 合的 食事健 全 さ は ，10L4 が算出 され ，の ん きさ

小 グ ル
ープ の 96．ユ に 比 べ 有意に 高 い 値を示 した （p

＜O．　01）．思 考的外向小 グ ル ープ と思考的外 向大グ ル

ー
プ の 間には有意差 はみ られ なか っ た．主導性を判断

す る 特性 尺 度 「支配性」「社会的外 向」で は ，支配性

大グ ル ープ，社会的外向大 グ ル ープ の 総合 的食事健全

さはそれ ぞ れ 103．3，102．3 で あ り，支配性 小 グ ル
ー

プ，社会的外 向小グ ル ープの 93．3，89．0 と比 較 して

有意に高 い 値 を示 した （p ＜ 0．01）．
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子 ど も期 の 食事 が そ の 後の 味覚感受性 や性 格特性 に 及 ぼ す 影響

表 5．子 ど も期 の 食事 と 12性 格特性 との 関連性

抑うつ 回帰性 劣等感 神経質 客観的 協調的 愛想の
一

般的 の ん き 思 考的 支配性 社会的

性　　 傾向　 の 強い 　　　 で な い で な い 悪 い こ 活動性 さ　　 外向　　　　 外向

　 　 　 　 　 　 　こ と　 　 　 　 　 こ と　 　こ と　 　と

食卓 で の 食べ 方

　家族と共 に 会話

　 テ レ ビ を見 ない で

　楽 し く

　 お い し く

　 ゆ っ くり落 ち着 い て

　 メ ニ ユ
ー

　味

　 マ ナ ー

献立 の 組合せ

　行事食

　季節感

　副菜料理あ り

　主菜料理あ り

　 3 品以上あ り

　主食
・
主菜 ・副菜 の

　　そ ろ っ た 食事

　加熱 し た 野 菜料理 あ り

　和風料理 あ り

食事の 作 り方

n ．S，　 　 nS 、　 　 n ．S．　 　　 藍 朿

n ．S．　 　 n ．S，　 　 　 纏 　 　 　 　
＊＊

＊ 掌 　 　 　 ＊ 掌 　 　 　 寧 申 　 　 　 n ，S．

n ．S．　 　 n ．S．　　 n ．S，　　 n ．S．

n ，S．　 　 n ，S，　　　 寧 寧　 　　 n ．S、

n ．S，　 　 n ．S．　　 n．S．　　 　
零零

‡ 掌　　　　 n ．S．　　　　 寧 噌　　　　 n．S，

n ．S．　　　 n ．S．　　　 n．S．　　　 n．S，

n ．S．　 　 n ．S，　 　 n ．S，　 　 n，S，
＊申

　 　 　 n ．S．　 　 n 、S．　 　 n．S．
畔　 　 　 n ．S．　 　 n ，S．　 　 n ．S．

n ．S，　 　 　
‡辱

　 　 　 n ．S，　 　 　
寧亊

n 、S．　　　 n ．S．　　　　
串＊

　　　　 n．S．

n ．S．　 　 nS ．　 　 n ．S．　 　 n 、S．

n 、s．

n ，s，

n ．S，

iin

．S．

n 、S．

n ．S．

n ．S．

n．S，

n．s．

n，S，

n．S，
＊　＊

n．s．

n，S．

掌 率

n ．S．

塞 零

業 宰

n ．S，

專 掌

n ．S．

象 躍

寧　瑠

＊ 率

n ．S．

＊＊

11．S．

n ，S．　 　 n ，S，　 　 n．S．

n．S．　 　 ※ 寒 　　 　 豪奪

寧 窄 　 　 　 n ．S．　 　 n ．S．

索 ＊　　　　　vaif　　　　 n ．S．

n ，S．　　　 n ，S．　　　 n ，S．

n ．S．　　　　 栄 幣 　　　　 n ．S，

榊 　　　 　n ．S．　 　　 楽 紊

n ．s．　　　 煙 m　　　　 ※ 楽

n ．s．　　　　 i ※　　　　　泉 e

n ．s．　　　　 va嘱　　　　　噺 涯

n ．S．　　　　 寒 濠　　　　　掣 ＋

n ．S．　　　 n ．S．　　　 n ．S．

n ．S．　　　　
ff※

　　　　 n ．S．

n 、S．　 　
mff

　 　 　 n ．S、

mm 　　　　 n ．S．　　　 n ．S．

楽※　　　　　 豪帝　　　　　 濠ff

n，S．　　 湘※　　 　 n ．S．

朔 楽　　　　　 還 ff　　　　　 肇 e

n．S，　　　　 ffge　　　　 n ．S、

es牽 　　　　 n，S．　　　 n ，S．

n ．S．　 　 n ．S，　 　 崇 崇

単 当 　　　　 n ，s，　　　 ※ 肖

n ．s．　 　 ex 　 　 　 幣 豪

n ．S．　　　　 n ．S，　　　　 廉 m

n ．S．　　　　 蕈 肇 　　　　　殫 癢

n ．S．　 　 n ．S．　 　 強 m

n ．S．　　　　 燕 th　　　　 M ※

n ．S、　 　 n ，S，　 　 豪 際

n ．S．　 　 rl．S．　 　 掌ホ　 　 　 n，S．　 　 卓掌　 　　 n ．S．　　 n ．S．　 　 鞘 　　 　 n ．S、　 　 n ．S ．　　 勲

n ．S、　 　 n ．S．　 　 n ．S．　 　 n 、S．　　 n ．S．　　 n．S．　　 n ．S．　 　 燕 燕 　　 　 n ．S，　 　 n ．S．　 　 豪 窺

　塩 分
・
糖分の 摂 り過 ぎ　 黼 　　 ・ ＊　　 n 、s．　 料

　　 に 配 慮 した 食 事

　手作 り料理あ り　　　　 ・ ・　　 n ．s，　　 榊 　　 n ，s，

　新鮮材料 を使 っ た 食事　 林　　 ・ i 　　 ・・　　 n ．s．

　添加物 に 注意 した 食事　 n ．s．　 n ．s．　 n ．s，　 ・ ・

生 活 との 関連

　経済的　　　　　　　　n ．s．　 ＊＊　　 ＊ ＊　　 n ．s．

　時間や 労力 に む だ の な　 ・・　　 n ．s．　 n ．s．　 n ．s．

　　い 食事

料理 好 きの 程度

　本 人 の 料 理 好 き　　　　 桝 　　 n ．s、　 n ，s．　 n ．s，

　主 た る食事担当者 の 料 　 n ．s．　 ・ ・ 　　 n ，s，　 n ，s，

　 　 理 好 き

n ．S，

n ．S，

＊＊

n ．S．

n ．S，

n ．S，

零 廓

n ，S．

艱

帝

蚤

醸

痼取　　 　 n ．S．　 　　 層 m 　　 　 n ．S，　 　 n ．S．　　 ww 　　 　 磨 i

庫 ．　 　 　 n ．S，　 　 殃 fi　 　 　 n ．S．　 　 n ．S．　 　 n ．S．　 　 n ，S，

率＊ 　 　 　 n ，S．　 　 n ．s 　 　 　 n 、S．　 　 n ．S．　 　 ※ ※ 　 　 　 n ．S．

● 寧　　 　 n ．S．　 　　 胚 ※ 　　 　 零串　　 　 n ．S，　　 vem 　　 　 n ．S．

寧l 　　 　 n．S．　 　 m 黶 　　 　 n ．S．　 　 n ．S．　　 豪 me　 　　 n ，S．

n ．S，　 　 n 、S．　　 蟻 楽 　　 　 1 駁 　　 　 n ．S，　 　 n ．S．　　 n ．S．

n ．S，　 　 n．S．　 　 添 tU　　 　 n ．S．　 　 n ．S．　　 嶺 豪 　 　　 mam

n ．S．　　 n．S．　 　 ※ ff　　 　 n ，S　 　　 ※蚤 　 　　 n ．S．　　 　 聴 最

・ ・ また は 淋 ：各性 格 特 性 の 大，中，小 傾 向 の 3 グ ル ープ 問 に お い て い ず れ か で p＜ 0．Ol．　 n ．s．： 各性格特性 の 大，中，

小傾 向 の 3 グ ル ープ 問に お い て い ず れ も有意差 な し．・＊：食事健全 さが 大ほ ど そ の 性 格 特性 が 小 で あ る場合，縣 ：食

事健全 さが 大 ほ どそ の 性格特性 が 大で あ る 場合，

　 こ れ ら か ら，子 ども期の 食事に対する健全 さ （総和）

で は
，
12 性格 特性 の うち 8 特性に お い て そ の 傾向 の

強 い グ ル ープ と そ うで な い グ ル ープ の 間 に統計的有意

差が み ら れ る こ と が示 され た．「抑 うつ 性」「回帰性傾

向」「劣等感の 強い こ と」「協調的 で な い こ と」で は ，

大傾 向グ ル
ー

プ と中
・小傾向グ ル

ー
プの 間 に，総合的

食事健全 さが大で ある ほ どそ の 性格特性 は小で あ る負

の 相 関 が み ら れ た ．こ れ に 対 し て ，「
一

般的活動性」
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劣 等感
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の ん き さ
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　 　 　 　 　 総合 的食事健全 さ
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　　図 6．子 ども期 の 食事と 12 性格特性 との 関係

■，小傾向 ；ロ ，中 傾 向 ；圜，大 傾 向．横 軸 の 「総 合 的 食

事健 全 さ」 は 24調査 項 目 の 評 定 平均値 の 総 和 で あ る．
”p＜ O．Ol，総 合 的 食事健 全 さが 大 ほ ど性 格特性 が 小 で あ

る場 合，懸
ρ 〈 O、  1，総合的食事健全 さが 大 ほ ど性格特性

が 大で あ る場合．

「の ん きさ」「支配性」「社会的外向」で は ，大傾 向グ

ル
ー

プ と中 ・小傾向グ ル ープの 間 に ，総合的食事健全

さ が 大 で あ る ほ ど そ の 性格特性は 大 で あ る 正 の 相関 が

み ら れ た ．つ まり， 子 ど も期に健全 な食事状 況 に あ っ

た者は
， そ うで な か っ た 者 に 比 べ ，よりよい 性格形成

が な され て い る こ とが推測さ れ，積極的で心理 的 に も

安定 した性格的特徴を もつ よ うに なる こ とが明 らか と

な っ た．こ の こ とは，子ども期 に 健全 な 食事体験 を 得

て成長 した者は の ちの 性格特性に も好影響 が表れ ると

す る仮説 を支持する もの で ある ．食事や食生活 と 性格

との 関係 に つ い て は，食事中 1こお け る コ ミュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン の 成立が子 ど もの 人格形成 や精神面 の発達に極め

て 重要 で あ る とい う考え （Brazelton 　1993）や 食生活

の 満足度 に 影響 を及 ぼ す要因の
一

つ に性格特性が 挙げ

られ る とい う報告 （足 立 1990）が あ り，本報告で 示

された子 ども期の 積極的 な食事行動が そ の 後の 性格特

性 に 好 ま しい 影響を及 ぼ す の で は な い か とい う結果 と

ともに 大 変興味深い ．

　4．結 　　論

　年齢 18〜20 歳の 大学生女子 （93 名）を被検者 とし

て ，「子 ど も期 （6〜11 歳）の 食事想起調査」， 全口 腔
・

h 昇系列法 に よ る 「味覚 閾値 検査」「Y−G 性格 検査」

を行 い
， 以下 の 結果を得た．

　（1） 子 ど も期 の 被検者家庭 におけ る食事担当者 は ，

味 （お い し さ）， 栄養バ ラ ン ス 等 を配慮 し なが ら食事

作 りをした．食事担当者が作 っ た出現 頻度の 高 い 献立

は ハ ン バ
ー

グ，カ レ
ー

ラ イス ，煮物，シ チ ュ
ー
，す し

，

肉 じ ゃ が 等で あ っ た．出現頻度の 高い 間食は ス ナ ッ ク

菓子，ケ ーキ 類，菓子 パ ン，ア イ ス ク リ
ーム 類 ，プ リ

ン ・ゼ リ
ー

類等で あ っ た ．

　（2） 子 ども期 の 被検 者 の うち半数以上 は，家族 と共

に会話 を し な が ら，楽 し く，ゆ っ くり落ち着 い て 食事

をとっ てお り， 手作 り料理 の ある食 卓であ っ た．

　（3） 被検者 の 味覚 閾値 は，そ れぞ れ シ ョ 糖水溶 液

（甘味 ＞O．1〜O．6％ ，ク エ ン 酸水溶液 （酸味）0．01〜

0．04％ ，塩 化ナ トリ ウ ム水溶液　（塩味）0．02〜O．06

％，塩酸キ ニ ーネ水溶液 （苦 味）1．OX109 〜LO ×

lO
−4

％ ，グ ル タ ミ ン 酸ナ トリ ウ ム 水溶液 （うま味）

0．OO5〜0．030％ で あ っ た．

　（4） 子ども期に お け る 食事の健全 さとそ の後の味覚

閾値の 間 に は ，い ずれ の 閾値に お い て も有意差は 認 め

ら れ なか っ た．

　（5） 子 ど も期 に お け る 食事の 健全 さ （総和 ）と そ の

後 の 性 格特 性 と の 間 に は ，12 性格特性 の うち 8 特性

にお い て 有意差が認 め られた．

　（6） 子ど も期に健全 な食事状 況にあ っ た 者は ，そ う

で なか っ た者に比べ ，その 後の 味覚感度に は ほ とん ど

差異は み られ な か っ た が
， 情緒の 安定性，活動性，主

導性等 の 性格形 成 に は好影響を及ぼ して い る こ とが示

され た．

　 以 上 ，緒論 に 述 べ た 仮 説 ，子 ど も期 の 食事 と そ の 後

の 味覚感受性 な らび に性格特性の 関連性に つ い て検証

した とこ ろ ，子 ども期 に おける食事の あり方は，その

後の 味覚感受性に は 必ず し も影響 を 及 ぼ す と は 限 ら な

い が，性格形成 には な ん らか の 関 わ り合い をもつ こ と

が 確か め ら れ た ．本研 究で は 「子 ど も期 の 食事想起調

査」 を 同
一

家庭環境 に 育 っ た姉妹 30 組 に も実施 し，

想起調査 デ
ータ の 客観性 を確認 した．さらに今後は，

現在子 ど も期 に あ る 子 ど もを被検者 と して 食事行動 の

観察 ， 味覚閾値検査 な ら び に性格特性検査 を実施 し，

同
一

被検者群 を追跡的 に 検討 して 分析す る こ とも必 要

で あ ろ う．

　本研 究 に ご協力 い ただ い た小 川節子氏に感謝の 意 を

表 します．
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